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１ はじめに 

 千葉県北半部に分布する下総層群は最も多くの地下水（淡水）が揚水されており，自然環境及び揚水状況

の変化等を反映する地下水流動の把握が行われている１）。 
 下総層群は上部と下部に二分されるが，千葉県北西部の下総層群上部について地質柱状図データを精査し

た結果，下総層群上部の透水層は YK-S1, YK-S2, YK-S3, YK-S4 透水層に区分された（図１，２）２）３）４）。   
これらの透水層にスクリーンを持つ観測井に自記水位計を設置し連続観測を行った結果を報告する。 

 
２ 水文地質単元と各透水層 

本報告では図１に示す断面線から作成した地質断面図上に，地下水位の連続観測を行った観測井のスクリ

ーン位置を赤点線の円（Ⅰ〜Ⅴ）で示した（図２）。 
各スクリーンとその透水層の区分は，Ⅰは YK-S1 透水層，Ⅱは YK-S2 透水層，Ⅲは YK-S3 透水層，Ⅳは

YK-S3 透水層，Ⅴは YK-S4 透水層に位置する。Ⅰ〜Ⅴの欠測期間（2019 年 12 月から 2020 年 3 月）につ

いて地下水位変動の傾向の参考として，図１の YcyC-YdN1 地点において YK-S1 透水層の地下水位（Ⅵ）

を，YcyC-MY-C 地点において YK-S3 透水層の地下水位（Ⅶ）を載せた（図３）。 
 
 

 

図１ 地質柱状図の位置と地質断面図（図２）を作成した断面線 
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図２ 地質断面図と地下水位観測井のスクリーン層準（Ⅰ〜Ⅴ） 

 

 
図３ 地下水位の連続観測結果（スクリーン層準は図２）とアメダス（佐倉）の日雨量 

断線部は欠測期間 
 
 

３ 地下水位の観測結果 
地下水位の測定期間は，2018 年 8 月〜2021 年 3 月（途中欠測あり）であり，各日正午の地下水位の値を

示し，調査地の東方に位置する気象庁アメダス（佐倉）の日雨量を併せて載せた（図３）。2019 年 9 月から

10 月の多量の降雨は，令和元年房総半島台風・東日本台風・10 月 25 日の大雨の記録である。 
Ⅰの地下水位の変動は標高 10.5 m〜12.5 m の範囲であった。2019 年 10 月に最低水位を記録し，2020 年
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8 月に最高水位を記録した。 
Ⅱの地下水位の変動は標高 7.9 m〜10.6 m の範囲であった。2019 年及び 2020 年は 5 月・6 月に地下水位

が低下し，2020 年 8 月・11 月に高水位を示した。 
Ⅲの地下水位の変動は標高 4.9 m〜7.3 m の範囲であった。2019 年及び 2020 年は 5 月・6 月・8 月に地

下水位が低下していた。 
Ⅳの地下水位の変動は標高 2.4 m〜6.1 m の範囲であった。2019 年及び 2020 年は 5 月・6 月・8 月に地

下水位が低下していた。約 1 週間周期の 0.3 m 程度の水位変化は，人間活動の周期を捉えている。 
Ⅴの地下水位の変動は標高 0.1 m〜2.4 m の範囲であった。2019 年及び 2020 年は 5 月・6 月・8 月に地

下水位が低下していた。 
Ⅵの地下水位の変動は標高 16.3 m～19.3 m の範囲であった。2019 年 12 月から 2020 年 3 月まで地下水

位は大きく上昇することはなく，Ⅰと同様に 2020 年 8 月に最高水位を示した。 
 Ⅶの地下水位の変動は標高 1.2 m～5.5 m の範囲であった。2019 年及び 2020 年は 5 月・6 月・8 月に地

下水位が低下していた。2019 年 12 月から 2020 年 3 月まで地下水位はゆるやかな低下を示した。 
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